
会 議 録 

会議名 辰野町文化財保護審議会（臨時 第 2回） 

開催日時 平成 25年 8月 1日（木） 午前 9時 30分～午前 11時 30分 

場所 町民会館 104号学習室 

出席者 14名中 11名（審議委員 7名、事務局 4名） 

会議次第 1．開会 

2．あいさつ 

3．協議事項 

 （1）天竜界のケヤキの指定について 

 （2）明倫館について 

 （3）その他 

4．その他 

5．閉会 

会議内容 1．開会 

2．あいさつ 

3．協議事項 

（1） 天竜界のケヤキの指定について 

①経過報告 

 7月 15日の倒木を受けて、16日に審議会を開催した。席上、所有者の意向がは

っきりしたところで、指定物件の取り扱いについて審議することとなった。 

 7月 22日に樹木診断を実施。7月 26日に診断結果を高徳寺へ届け、この結果に

基づいて 7月 29日の総代会で、伐採することが決定した。 

②診断結果 

 現存する幹にも空洞があり、上部に枝が茂っている状態であることから、空洞を

ふさぐ治療と、枝の整理が指摘された。このため、維持するには大変なお金と手間

がかかることもあり、伐採するという判断に至ったと思われる。 

③指定について 

 現存する幹が、ケヤキ本来の姿に戻ることは難しいという樹木医診断時の見解

や、所有者の意向をふまえた結果、指定解除するように答申することを決定した。 



 

 

（2） 明倫館について 

 県内で現存する唯一の和洋折衷の元役場庁舎。設計図等も残され、さらに現在活用

されていることも評価すべき点。 

 指定については、今後もう少し審議会で検討していくこととなった。 

 

（3） その他 

・7月 23日 町に存在する天然記念物の所有者に対して、注意喚起する為の文書を送

付した。その後の確認もする必要があるが、今後アンケートなども実施する。 

・保存木については、伐採する時の規制は特にない。 

先日三輪神社でもニセアカシアを 5本伐採した。 

保存木解除の手続きについては、確認し、次回の審議会で報告する。 

 

4．その他 

 先日 6月 12日に行われた石造物調査会の役員会で、町内の道祖神マップを作ること

が決まった。現在会員の中で、協力者を募っている。 

 

5．閉 会 

  


